
● 関藤藤陰年表

　令和８年 (2026）は、関藤藤陰没後 150年という節目の年にあたります。

　関藤藤陰は、文化 4年 (1807）に小田郡吉浜村 (現在の笠岡市吉浜 )で生まれました。長じ

て頼山陽の塾で重きをなし、『日本政記」の完成に関わりました。また、福山藩に登用されて、

老中・ 阿部正弘の腹心として活躍。戊辰戦争の際には福山城に攻め寄せた長州軍と命がけで交

渉して福山を戦禍から救い、明治 9年 (1876) に亡くなりました。　

　幼い頃に父母や育ての親と死に別れて、後月郡の医師・石川氏の養子となり、その後福山や江

戸で活躍したこともあって、地元笠岡市に関藤藤陰ゆかりの史料はほとんど残っておりません。

　そこで今回の企画展では、関藤藤陰の功績を皆様にご紹介することを第一の目的といたしま

した。本展示により、関藤藤陰という優れた先人がいたことを、皆様にお伝えすることができ

れば幸いです。
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問合せ先　笠岡市教育委員会 生涯学習課 (展示内容 )問合せ先　笠岡市教育委員会 生涯学習課 (展示内容 )

● 電 話  0865-69-2155● 電 話  0865-69-2155
笠岡市立郷土館 (施設について )笠岡市立郷土館 (施設について )

● 電 話  0865-63-7600● 電 話  0865-63-7600

入 館 料 　無料入 館 料 　無料

開館時間　午前９時～午後５時開館時間　午前９時～午後５時
休 館 日 　月曜日・祝日の翌日休 館 日 　月曜日・祝日の翌日
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[岡山県笠岡市笠岡3628-10][岡山県笠岡市笠岡3628-10][岡山県笠岡市笠岡3628-10]

　備中国吉浜村(現在の笠岡市吉浜)に生まれる。頼山陽に師事し、
『日本政記』の完成に力を尽くす。福山藩主で幕末の老中 阿部正弘に
仕えて、黒船の視察、蝦夷地の探検を行う。
　戊辰戦争の際には、福山城を包囲した長州軍と交渉し、福山城下
を戦禍から救う。
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